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平成 19 年度 揮発性有機化合物（ＶＯＣ）対策功労者の取組事例集 
 
 

部門 自主的取組・規制関連部門  
企業名又は団体名 北上産業株式会社       事業所名  
事業所の概要 プラスチック製造販売（グラビア印刷、ドライラミネート、スリッター） 
事業所の所在地 〒３３９－００７２ さいたま市岩槻区古ヶ場２丁目２番８号 
担当部署名 代表取締役社長 阿部純 
取組の名称 ドライラミネーターから排出される VOC の回収精製及び工場内再利用 
取組の概要 
（要旨） 

軟包装フィルムの接着加工のドライラミネーターでは、接着剤中に多量の有機

溶剤（酢酸エチル）が使用され、これまで、接着剤の乾燥過程で発生する VOC
は、大気に放出されていた。当社では、新工場設立に当たり、埼玉県生活環境

保全条例の遵守とともに環境問題に積極的に取り組むため、VOC の回収精製

装置を導入し、工場内での再利用を促進し、VOC の削減に取り組んでいる。 
 

 
 

取組の内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軟包装フィルムの接着に利用されるドライラミネーターでは、接着剤中に多

量の有機溶剤（酢酸エチル）が使用されている。これまで、接着剤の乾燥過程

で発生する VOC は、大気に放出されていた。 

当社では、新工場建設（平成 16 年 5 月竣工）に当たり、埼玉県生活環境保

全条例の遵守とともに環境問題に積極的に取り組む為、VOC の回収精製装置を

導入し、工場内での再利用を促進し、VOC の削減に取り組んできた。 

具体的には、ドライラミネーターから発生する VOC は、活性炭を利用し、吸

着回収を行う。この過程で、ドライラミネーターから発生する VOC の９０％以

上は、活性炭で吸着される。 活性炭に吸着された VOC は、熱をかけることで

脱着、冷却し液化する。そのままでは、水分を含む等、再利用できないため、

精製を行い、工場内で再利用している。 
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取組の効果 
1 ＶＯＣ取扱量等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 取組の特徴 

・ＶＯＣ削減効果の実績 
平成 12 年度 有機溶剤の使用量 373ｔ 
平成 16 年度 有機溶剤の使用量 477ｔ (内再利用量 289ｔ) 排出削減量 188ｔ
平成 17 年度 有機溶剤の使用量 480ｔ (内再利用量 243ｔ) 排出削減量 237ｔ
平成 18 年度 有機溶剤の使用量 603ｔ (内再利用量 390ｔ) 排出削減量 213ｔ
 
・数値以外で示すＶＯＣ削減効果の実績 
ラミネーター用として、設備導入前は、有機溶剤を月に５回タンクローリーで

購入。設備導入後には、月に１回タンクローリーで有機溶剤を購入。 
この差が、ＶＯＣの排出削減量として、現れる。 
 
・取組の困難さ、斬新さ、応用性・汎用性、コストパフォーマンス等 
印刷業界では、ＶＯＣの削減に関しては、燃焼処理が一般的である。しかしな

がら、設備を安定的に稼動するためには、ランニングコストが掛かり、中小の

印刷会社では、設備を導入したくてもランニングコストを製品価格に転化でき

ず、苦慮している。その点、本設備では、設備のランニングコストは、燃焼処

理よりも掛かるが、回収された溶剤を再利用できるため、環境問題に積極的に

取組ながら、コストの削減を図ることが可能となる。 

 導入に当たり、もう一つの問題点は、設置スペースの問題である。この点に

関しても、本設備では、導入前に乾燥装置のどの部分を、どのように処理する

ことが、最も桃効率的な設備となるかを検討し、処理風量を抑えながらも、Ｖ

ＯＣの処理能力を最大限に活用するシステムとした。 

 その結果、当初の設備よりも設置スペースを大きく削減でき、保有空地を確

保することができた。 

 さらに、ＶＯＣの燃焼処理では、炭化水素類の排出抑制にはつながるが、他

方、燃焼による二酸化炭素の発生が考えられる。その点、本システムでは、回

収した有機溶剤を工場内で再利用いたしますので、非常に環境に優しい設備で

あると考える。 

 また、有機溶剤の購入量が減ることから、設備を導入することでタンクロー

リーでの溶剤の納入回数が減り、輸送に関わるＶＯＣが削減されることが、数

値では現れない効果と考える。 
 

本件の詳細情報の 
ウエーブリンク先 

ＵＲＬ：http://kitakami-s.co.jp  
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■参考資料 
 （左）精製設備 （中）精製酢酸エチル （右）吸着設備 
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平成１６年度から平成１８年度のデータ 
 

酢酸エチル回収率
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ＶＯＣ排出率
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※ＶＯＣの排出量は、ドライラミネートの酢酸エチルとグラビア印刷の混合溶剤の合計量です。 
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平成１８年度のデータ 

平成１８年度の酢酸エチル回収率
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H18年度の排出率
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※ＶＯＣの排出量は、ドライラミネートの酢酸エチルとグラビア印刷の混合溶剤の合計量です。 
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VOC処理設備（排ガス回収精製設備）概略図

 

 

ドライラミネーター
低濃度排気ダクト

（大気放出）

ドライラミネーター
高濃度排気
（処理設備へ）

ＶＯＣ処理対象設備

大気へ

ドライラミ① ドライラミ② ドライラミ③

大気へ

乾燥ゾーンの高濃度部分を優先的に処理
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ＶＯＣ処理設備（排ガス溶剤回収精製設備）

①排ガス導入

集合ダクト

②吸着設備

（活性炭方式）

③精製設備

（蒸留精製）

④酢酸エチル地下タンク

■回収精製設備を設置することでＶＯＣの大気放散を抑制

■ＶＯＣ（酢酸エチル）が場内でリユース[再利用]が可能
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